
かけて研究所特別事業費により.ゲラダヒヒを中JChに調

査をおこなう予定である｡上記 1),2)と同じ手法を用

いてヒヒ類の種分化の聞題に退伝学的にアプローチしよ

うとしている｡

6) オナガザル科3屑に見られる屈間近伝的変異に関す

る研究

川本 芳1)･庄武孝義 ･野揮 謙

1),2),5)で用いた材料に加えて 1975年度学術調査の

際に入手したエチオピア産グリベットモンキーを加え,

オナガザル科の代表的な3屑, Macaca属,Papio屈,

Cercopithecus屈の退伝的変異を定量し眉間比較をおこ

なった｡結果を迫伝学会にて発表した｡

7) ネパールにおけるヒマラヤンラング-ル.アカゲザ

ル.アッサムモンキーの生物地理学的研究

和 田 一 雄

1977年皮は3超が混在する地域における食性,個体数,

同一地域での3超の土地利用に焔点を合わせて観察した｡

8) 志封高原雑魚川.魚野川におけるニホンザルの生憶

調査

和 田 一 雄

両流域における群れ数.群れの大きさ,食性を調査し

た｡

捻 税

I) 庄武孝鼓(1978)･.:詔長類の迫伝的分化｡科学.48:

240-246.

論 文

1) Shotake,T･,K･NozawaandY･Tanabe(1977):

Bloodproteinvariationsin baboons.I. Gene

exchange and genetic distance between Paplo

anzLbI'S,PapiohamDdrJaSandtheirhybrid.Job.J.

Geneh'cs,52:2231237.

2) Shotake,T.,Y.OhkuraandG.Ishimoto(1977):

Gcneticpolym orphismofblood proteinsin the

troopsofJapanesemacaques,MacacafuscaLa:V.

Erythrocytephosphohexose isomerasepolym or-

phism.Pn'maLes,18:2851290.

3) ShotakちT.,Y.01止uraandK.Nozawa(1977):

Geneticpolymorphismsofbloodproteinsinthe

troopsofJapanesemacaques,MLZCaCafzLSCataIVI.

Serum transrerrin polym orphlsm.Pn'mLZLes,18:

291-287.

4) Tanabe,Y.,H.Tanase,T.0mi,T.Shotakeand

K･Nozawa (1977):Furtherstudieson poly-

morphism ofthyroxine･bindingprealbumin(TB･

1) 大学院学生

PA)inprimatespecies.Jab.J.GencLzlcs,52:3191
322.

5) Abe,H･,Y.HasegawaandK.Wada(1977):A

noteon theair-sacofRibbon seal.Scl'.Rcb.
WalcsRes.Iust.29:129-135.

報 告 ･その他

1) 和田一雄 (1977):こホンザルの年令をよむ｡モン

キー.156,20-23.

2) 伊藤徹魯,加藤秀弘,和田一雄.島崎鍵二.荒井一

利 (1977):北海道におけるトドの生態調査報告(Ⅰ)

(ⅠⅠ)･魚京研通信.305,1｣‡,306,9-18･

学 会 発 表

1) オナガザル科 3屑に見られる眉間退伝的変異

川本 芳.正式孝昌乳 大倉よし子.野揮 誹.田名部

雄一

第49回日本迫伝学会(1977).

2) 蛋白質多型の保有機梢.こホンザルの場合

野 揮 誹

Hi49回日本退伝学会シンポジウム (1977)

3) 電気泳動的に識別可能な霊長獄のヘモグロビンa軌

β鎖変異

川本 芳 ･竹中 修

庄武 孝義 ･野揮 誠

第22回プ1)マーテス研究会 (1978)

4) 血液蛋白質の変異からみた Macacaas∫amenJJ'S,M.

radiataそして M.mulauaの種間関係

庄武孝義 ･川本 芳 ･小寺韮孝

谷岡功邦 ･野揮 謙

第22回プ.)マ～テス研究会 (1978)

5) こホンザルの集団構造

野揮 誹 ･川本 芳 ･庄武孝義

第22回プ])マ-テス研究会 (1978)

生活史研究部門

杉山串九 ･田中二郎

小山直樹 ･大将秀行

研 究 概 要

1) ニホンザルの個体群生態学

杉山幸九 ･小山直樹 ･大伴秀行

本部門創設以来.中心課題の一つとしてこの間血に取

り組んできた｡超大型餌付群の高崎山では丑的取扱いと

サンプル追跡により.四半世紀に及ぶ継続全個体識別下

の嵐山餌付群では精密な全個体の履歴把握を,1973年EZ

をもって餌付けを放棄した盟仙山の2群では餌付け下と
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自然条件下での比較研穴を,とくに人口学的仇点に柱を

立てて分析を進めている｡苗崎山および嵐山のff料によ

り.餌付Tnの生命表はほぼ描き上げるに至ったが.雄の

折れ離脱後の軌跡.寿命と死亡要因.家系と出産率など.

群れを超えた現象や世代をまたがる現象についてはまだ

胴明できていない部分が多く残されている｡一方,正仙

山の野生群による研究は出産率,乳児死亡率,初産年令

等において上記の生命裳に重要な修正を加えた｡

また近年の新知見としては.高崎山における乳児死亡

の性差の確認,霊仙山における雌の群れ離脱の量的把握

などがあげられる｡これらの分析の上に立って社会構造

の再検討が行なわれつつある.なお.これらの所知見の

一部は昭和52年度共同利用研究会 ｢確の生活史｣で紹介

した｡

2) サバンナ生息嘱乳獄の個体群生想学

大 将 秀 行

エチオピアにおけるゲラダヒヒの研究に引き続いて.

ケニアのバブーン.シマウマを中心にサバンナ生息大型

巾.q嘱乳対の個体群動頂の比較研究を開始した｡共通環

現への適応の概点から.これら輔乳郡の相同的 ･相似的

生活様式の耶明を日田している｡

3) ヒトとチンパンジーの行動と生憶にBgする比較研究

杉 山 串 丸

西ア71)カ･ギニアにおいて.同一地域に住み同一安

田を利用する焼畑農耕民とチンパンジーの祝祭から,普

源の利用方法,道具使用の方法.鎌田梢近.人口密度等

の項地調査を行なった｡その結果はヒト化過程の復元と

比較生憎学的観点から現在並理巾である｡

4) 狩m媒染民の比較生僧学的研究

田 中 二 郎

1966-1975年におよぶボツワナのブッシュマン.ザイ

ールのピグミーの調玉ff料の分析により,狩猟媒染民の

生計様式と社会稲造の関連について比較的に考察した｡

5) 遊牧民の生態学的研究

田中二郎,佐藤 俊1)

1975年以降,ケニア北部乾燥地域の遊牧民を対象に生

憎人斯学的研究を行なった｡野外調査により柑た食物.

退軌 行動域,柴田柄乱 社会関係等の宍料を髭現し.

ヒトの進化過程の解明といった観点から巧訳しつつあ

る｡

捻 税

1) 杉山串丸.較上旧一.中村正統 (1977):H動物社会

研死法".162pp･,共立出版,刀王京

2) 小山屯臥 西田怒市 (1977):脱山ニホンザルの現状

と保矧 こついて.にはんざる.No.3,pp.94-99.

構 文

1) 杉山率丸 く1977):プドンj'の萩の チンパンジーー

その社会桐辺｡''チンパンジー把''(伊谷純一郎崩).

pp･473-542,調談社.穴札

2) 田中二郎 (1977):セントラル ･ブッシュマンの社

会生態学｡入獄学研座 12,''生態'' (泣辺亡嗣),

pp.352-368,雄山間｡究京｡

3) 田中二郎 (1977):深紫狩鞘氏 の 比較生憎学的巧群

-とくにブッシュマンとピグミーについて-｡ "入

獄の自然誌"(伊谷 ･原子蔚),pp.3127,碓山間｡

4) 小山置樹 (1977):ニホンザルの社会m近｡入獄学

調盛2,日E眼 獄''(伊谷嗣),pp.225-276,蛾山間.

東京｡

5)Ohsawa,H.(1978):n eLocal Populationand

Envl'ronmcntoftheGichArea.HEcologicaland

Sociolog;catStudiesofGeladaBaboons"(M.Kawai

ed.),pp.4-45,KodanshaLtd･,Tokyo.

6)Ohsawa,H.(1979):HerdDynamics."Ecologi･

calandSociologicalStudiesofGeladaI!aboons''

(M.Kawai,ed.),pp.47-80,Kodansha Ltd.,

Tokyo.

そ の 他

1) 杉山革丸 (1978);ワシューの言語と規昭の転換につ

いて｡ ‖チンパンジーは諮る‖(E.ハンデン著,杉

山率九 ･井探允字訳).pp.321-325,紀伊国屋否店,

耳王京｡

2) 小山田村 (1977):一一人の訟化''(D.ピルビーム著,

江原昭畢 ･小山氾捌訳).222pp,TBSプ.)タニカ,

東京｡

学 会 発 表

1) 高崎山生息ニホンザルの人口学的解析

大将秀行 ･杉山革丸 ･西部顕連

邦31回日本人類学会日本民族学会連

合大会 (1977)

2) こホンザル自然群の個体群動牒

杉山畢九 ･大浮秀行

第25回日本生態学会大会 (1978)

I)京都大学霊長炉研究所研修員,日本学術振興会奨

励研究員
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